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審査要旨 
本論文は、提出者が出光美術館の学芸員として接することのできた膨大な古筆資料群を中心に、中世の和歌に
関係する資料群を集中的に取り扱い、それらの内容および書様について検討するとともに、資料論として総合的な
考察を行ったものである。全体は大きく二部で構成され、第一部「和歌古筆の新出資料」では、自詠自筆資料また
散逸資料として歌集・定数歌・短冊などが検討される。続く第二部「和歌古筆の内容と書様」は、平安時代以降の書
の展開を述べつつ、資料の書様とその内容を論ずる。以下、各章の内容を順次閲して行きたい。 
最初に序章を置き、全体の論構成と方法論について、簡略な説明を行う。 
第一部、第一章「新出の伝西行筆の古筆切二種」は、伝西行筆未詳家集切および右大臣家百首切の新出断簡
を紹介・分析し、これを御子左家（藤原俊成）周辺で制作・所持された本であると推定した。特に前者は、提出者が
企画した「西行の仮名」展（2008年 2月 23日～3月 30日）において学界の高い関心を集めた資料であり、学術的
価値が高い。第二章「静真 詠五十首和歌巻」は、定数歌の新出清書本で、詠者の静真は藤原光経の法名である
ことを確認するとともに、光経伝を修正すべき指摘を行っている。第三章「京都国立博物館蔵「伏見院宸翰御歌集」
（五十五首）について」は、これを西園寺実兼の自詠自筆であると認定、さらに内容の精査および紙背文書の解読
から、建治 2年（1276）に詠作された習作的百首歌の断簡で、点者が二条為氏である可能性を示した。第四章「「実
兼集」の考察」は、前章に続き西園寺実兼の散佚家集について、既出切を修正したうえで新出切を紹介し、本集が
玉葉和歌集撰集資料として自撰されたものであった可能性が高いことを結論としている。第五章「西園寺実兼関連
の古筆資料」は、前二章の補説的な意味をもち、鎌倉期公卿歌人の和歌詠作の実態を窺わせる自撰自筆資料群
にアプローチしている。第六章「「松木切」の考察」は、初期京極派歌人の集であると考えられている松木切の新出
資料を掲げ、異なる書風や書写形態が混在する特異な性格から、伏見院を含んだ京極派歌人たちによって選定・
書写された家集の集成であると結論付ける。京極派の和歌活動の内実に迫る新たな知見を提示した論考である。
第七章「「伏見院三十首歌切」について」は、嘉元元年（1303）に伏見院が召した三十首歌の古筆切に精査検討を
加えた。その結果、作者不明の切を後深草院作と推定したほか、明題和歌集所載歌の作者「廊御方」を二条教良
女と認定するなど、当三十首の歌壇史的位置付けに関し、画期的な考証を行っている。第八章「「金剛院切」に関
する一考察－十四世紀の女性歌人による百首歌の可能性―」は、美麗な料紙に和歌を散らし書きに記す古筆切
群の中から金剛院切に注目し、これらは手本ではなく、女性歌人によって制作詠進された定数歌を記した懐紙の
遺品である可能性を提示している。女性の和歌懐紙の書式は、男性に対して異なるパフォーマンスを示している
が、そうした観点からも様式を概観し、整理を行っている。第九章「「金剛院切・類切」等に関する考察―装飾料紙
に和歌散らし書きの古筆切群再考―」は、前章の成果を受けて展開された論である。同種の古筆切資料の博捜の
結果、身分ある女性が詠じた応製百首の形式・実態が、かなりの程度解明されたと言ってよい。中には貴顕の男性
が女性の書式に倣ったケースも報告され、身分やジェンダーをめぐる問題にも切り込んでいる。第十章「「あがた切」
に関する考察」は、伝伏見院筆の当該未詳歌集切を、風雅和歌集撰集資料として自撰された進子内親王（伏見院
皇女）の家集である可能性を示した。第十一章「「畠山切」について」は、康暦 2 年（1380）の大慈八景詩歌の記録
断簡である当該切に新出葉を加え、伝称筆者である二条良基との関係を掘り下げている。第十二章「「伝耕雲明魏
筆 歌集切」に関する考察」は、当該切の原形態は出家直後の耕雲（出家前の俗名は花山院長親で、南朝の廷臣
であった）が、仲間の禅僧と詠んだ歌集であった可能性を示す。南北朝末の禅林の状況に照らして、未詳な部分が
多い出家前後の耕雲の動向を明らかにする糸口を、新たに発見した論考と言える。第十三章「「松梅院切・類切」に
関する考察」は、当該切が鎌倉最末期に忠房親王（後宇多院猶子）周辺の人々によって後宇多院七回忌を期して 
 
北野社へ奉納された和歌であると結論付ける。資料群を松梅院切と同類切に弁別することを提唱、二条家の影響
を強く受ける続歌の遺品であったことを指摘した。第十四章「「頓証寺法楽一日千首短冊」について―既存資料、
新出資料による考察と集成」は、崇徳院二百五十年忌に当たる応永 21 年（1414）、讃岐を領国とする管領細川満
元が催した法楽和歌だが、金刀比羅宮所蔵の残欠短冊帖を精査し、さらに関連資料を精査、続歌の貴重な遺品と
して位置付けたうえで、短冊の集成を行い、作者伝をまとめた。第十五章「『慈鎮和尚三百年忌、五百年忌、五百
五十年忌、六百年忌和歌短冊帖』について」は、今までの諸論考に比し時代が下る資料であるが、年忌を期しての
法楽続歌という性格が前章に関連する。慈鎮（慈円）は鎌倉初期歌人であって、その人物を追慕したこの和歌資料
は、全くの学界未紹介である点においても意義を認めることができる。 
 第二部は、第一部の資料各論を受けて、全体として総論的性格を持つ。第十六章「平安時代の仮名書様の変遷
について」は、平安から鎌倉への仮名書様変遷の過程を、和歌の社会的役割の変化といった視点から説く。仮名
が和歌を記す文字として、和歌と不離の動態を見せるという、論者の仮名文字観を端的に示す。第十七章「伝西行
筆の古筆」は、第一部第一章とも関連し、改めて伝西行筆資料群を平安末期の和歌史・書道史の視野の中に位置
付け直す内容となっている。第十八章「平安の仮名、鎌倉の仮名」は、第十六章を受けながら、仮名の変遷の細部
を十二世紀から鎌倉期にかけて分析している。その考察の中心に、和歌作者による自詠自筆資料の書様を据えて
いる点に、論者の独自性が発揮されている。第十九章「時代を映す仮名のかたち」は、仮名の歴史が和歌と密接に
連動していることを改めて述べるとともに、室町時代にいたる書風の変化を総括した章であり、本論文全体の総論
的な役割をも担っている部分であった。 
末尾に終章を置き、締め括りの体裁が整えられている。 
以上、本論文で取り扱われた内容は古筆という専門性が極めて高い資料群を中心としたものであり、特殊な領域
とも言えるが、示された資料のほとんどが新出のものであって、和歌史の研究に資する学術的価値が大であること
は勿論のこと、書道史の研究分野に数多くの新たな知見をもたらす業績と評価することができる。数々の新出資料
は、時に研究史を書き換えるような発見に満ちており、別添として図版・表・その他が付されるが、そうした資料類の
表出方法についても、行き届いた配慮が施されている。 
審査委員会は本論文を、学位論文に相応しい、卓越した内容と、十分な分量とを具備したものと結論する。 
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